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はじめに

Cisco UCS Central 2.0は、拡大する Ciscoユニファイドコンピューティングシステム (Cisco
UCS)環境向けにスケーラブルな管理ソリューションを提供します。Cisco UCS Centralは、標
準化、グローバルポリシー、およびグローバル IDプールを通して、単一の管理ポイントから
の複数のCisco UCSドメインの管理を簡略化します。代わりにCisco UCS Centralでは、世界中
に分散する多数の個別CiscoUCSクラシックおよびミニ管理ドメインを対象とした、グローバ
ルレベルでの UCSドメインの管理と監視に重点を置いています。

このマニュアルでは、Cisco UCS Centralソフトウェアリリース 2.0のシステム要件、新機能、
解決済みの警告、既知の警告、および未解決の警告と回避策について説明します。また、技術

文書の公開後に入手可能になった情報も含まれています。

Cisco.comで利用可能なその他のマニュアルを参照して、Cisco UCS Centralの最新情報を取得
してください。

マニュアルの変更履歴

説明日付リリース

Cisco UCS Centralリリース 2.0
(1a)のリリースノートを作成
しました。

2017年5月15日2.0(1a)

Cisco HyperFlexシステムのサ
ポートを追加しました。

2017年6月5日

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1b)のリリースノートを作
成しました。

2017年8月18日2.0 (1b)

リリース 2.0(1b)でサポートさ
れているM5サーバの BIOS
トークンのサポートを更新し

ました。

2017年 10月 24日
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説明日付リリース

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1c)向けリリースノートを
作成しました。

2017年 11月 15日2.0 (1c)

サービスプロファイルのグ

ローバル化のためにサポート

されているCisco UCSManager
のバージョンを更新しまし

た。

2017年11月17日

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1d)のリリースノートを作
成しました。

2018年3月21日2.0 (1d)

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1e)のリリースノートを作
成しました。

2018年 5月 18日2.0 (1e)

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1f)のリリースノートを作
成しました。

2018年 8月 14日2.0 (1f)

Cisco UCS Centralリリース 2.0
(1g)のリリースノートを作成
しました。

2019年 1月 2日2.0 (1g)

Cisco UCS Centralリリース 2.0
(1h)のリリースノートを作成
しました。

2019年 3月 18日2.0 (1h)

Cisco UCS Centralリリース
2.0(1i).のリリースノートを作
成しました。

2019年 5月 29日2.0(1i)

Cisco UCS Centralリリース 2.0
(1j)のリリースノートを作成
しました。

2019年 9月 23日2.0 (1j)
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説明日付リリース

Cisco UCS Centralリリース 2.0
(1k)のリリースノートを作成
しました。

2.0(1d)または 2.0(1e)からの
アップグレードパスを追加し

ました。

リリース 2.0(1k)でサポートさ
れているM5サーバの BIOS
トークンのサポートを更新し

ました。

2020年 3月 4日2.0 (1k)

UCS Centralからの Cisco UCSドメイン管理の重要なガイドライン
Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインを管理する場合は、次のガイドラインに従うことを
推奨します。

• CiscoUCSドメインを登録する際は、常にCiscoUCSCentralの完全修飾ドメイン名（FQDN）
を使用することを推奨します。ドメインが FQDNで登録されていれば、Cisco UCS Central
の IPアドレスに変更があっても、その変更はドメインには透過的です。

• CiscoUCSドメインがCiscoUCSCentral IPアドレスに登録されている場合、CiscoUCS
Centralの IPアドレスの変更が Cisco UCS Centralではサポートされません。詳細につ
いては、『Cisco UCS Centralインストールおよびアップグレードガイド』の「Cisco
UCS Central IPアドレスの変更」の項を参照してください。

• Cisco UCS Centralをアップグレードする前に、完全な状態のバックアップを実行し、VM
のスナップショットを取得することをお勧めします。

•データセンターの移行や障害復旧のケースをサポートするために、CiscoUCSCentralイン
スタンスを移行することができます。Cisco UCS Centralインスタンスの移行の詳細につい
ては、『 Cisco UCS Centralインストールおよびアップグレードガイド』の「Cisco UCS
Centralインスタンス移行」の項を参照してください。

•実稼働システムに登録されたCisco UCSドメインの登録を解除すると、重大な影響を与え
ます。Cisco UCS Centralから永久的に管理しないことを再度選択した場合を除き、Cisco
UCSドメインの登録を解除しないでください。Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメイ
ンの登録と登録解除の詳細については、『Cisco UCS Centralインストールおよびアップ
グレードガイド』の「Cisco UCSドメインおよび Cisco UCS Central」の項を参照してくだ
さい。

Cisco UCS Centralから登録済みの Cisco UCSドメインの登録を解除する場合は、次のよう
にします。

• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインのサービスプロファイル、ポリシー、およ
びその他の設定を管理することはできなくなります。
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•すべてのグローバルサービスプロファイルとポリシーがローカルになり、ローカル
エンティティとして機能し続けます。ドメインを再登録しても、サービスプロファイ

ルおよびポリシーはローカルのままです。

• Cisco UCS Centralは、新規インストールのハイアベイラビリ
ティ (HA)をサポートしていません。Ciscoでは、単一の仮想
マシンのスタンドアロンモードで Cisco UCS Centralをインス
トールし、ハイパーバイザのハイアベイラビリティ機能を活

用することを推奨しています。

• Cisco UCS Centralリリース 2.0(1d)または 2.0(1e)から 2.0(1k)
へのアップグレードは、CSCvt12270が原因で失敗する可能性
があります。Ciscoでは、最初に Cisco UCS Central 2.0(1j)に
アップグレードしてから2.0(1k)にアップグレードすることを
推奨しています。この問題の詳細については、「リリース

2.0(1k)で未解決の問題」を参照してください。

重要

Ciscoでは、本稼働システムに登録された Cisco UCSドメインの
登録を解除する場合、Ciscoテクニカルサポートにご連絡いただ
くことを推奨しています。

注意

関連資料（32ページ）の最新情報については、Cisco.comの Cisco UCS Centralを参照してく
ださい。

システム要件

対応ブラウザ

Cisco UCS Central GUIにアクセスするには、ご使用のコンピュータが次の最小システム要件を
満たしている必要があります。

• Windows

• Internet Explorer 11以上

• Firefox 45.0.2以降

• Chrome 49以降

• Linux RHEL

• Firefox 45.0.2以降

• Chrome 49以降
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• MacOS

• Firefox 45.0.2以降

• Chrome 49以降

• Safari 9.0.3以降

サポートされるオペレーティングシステム

リリース済みの ISOは以下でサポートされます。

• VMWare ESXi 5.x、および ESXi 6.x

• Microsoft Hyper-V Server 2012 R2、Microsoft Hyper-V Server 2016

• Red Hat Enterprise Linux 6.5、6.8、7.2、7.3、7.4上の KVMハイパーバイザ

リリース済みの OVAは VMWare ESXi 5.xおよび ESXi 6.xでサポートされます。

トランスポート層のセキュリティのサポート

TLS 1.1および 1.2のサポート

Cisco UCS Central 2.0は、TLS 1.1および TLS 1.2 HTTPS接続をサポートしています。

Cisco HyperFlexシステムのサポート

Cisco UCS Centralは、サポートされているバージョンの Cisco UCS Managerを実行している
Cisco UCSファブリックインターコネクトに接続されている Cisco HyperFlexサーバノードの
インベントリとモニタリングのみをサポートします。CiscoHXData PlatformインストーラOVA
は現在、すべての必要なポリシーとサービスプロファイルを Cisco UCS Manager APIを使用し
てローカルに作成および管理しており、グローバルポリシーとサービスプロファイルをサポー

トしていません。Cisco UCS Central 2.0のグローバル化機能は、Cisco HyperFlexシステムでは
サポートされていません。Cisco HX Data Platformの一部であるアップグレード機能と手順が
Cisco UCS Centralで手動で作成されたカスタムグローバル設定で動作しないため、Ciscoでは
Cisco HyperFlexの Cisco UCS Centralでグローバルサービスプロファイルとポリシーを手動で
設定しないことを推奨しています。

Cisco UCS Centralリリース 2.0での変更

Cisco UCS Centralリリース 2.0の新機能

Cisco UCS Central 2.0は、このトピックのセクションに記載されている新機能をサポートして
います。これらの機能の一部は、Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降と互換性があるよう
に Cisco UCS Centralで構築されています。適切なサポートされている Cisco UCS Managerのリ
リースについての詳細は、機能サポートマトリクス（12ページ）を参照してください。
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機能機能

Cisco UCS S3260ストレージサーバ
(UCS-C3K-M4RAID)の IOエクスパンダで 2
番目の RAIDコントローラをサポートしてい
ます。

IOEコントローラのサポート

Cisco UCS S3260ストレージサーバ (UCS
S3260-DHBA)上のデュアル HBAコントロー
ラをサポートしています。

HBAコントローラのサポート

サービスプロファイルには、サーバを固有に

識別するためのアセットタグが表示されるよ

うになりました。

BIOSアセットタグ

Cisco UCS Managerから Cisco UCS Centralに
ローカルサービスプロファイルをグローバル

化して、レガシーソフトウェア環境で Cisco
UCS Centralを展開し、使用することができま
す。

サービスプロファイルのグローバル化

サーバ上のハードウェアコンポーネントの健

全性を確認し、サーバ上のハードウェアサブ

システム (メモリやCPUなど)に負荷をかけ、
運用するためのさまざまなテストを提供しま

す。

統合化されたサーバ診断

サービスパックバンドルを介して、インフラ

ストラクチャおよびサーバコンポーネントの

Cisco UCS Managerファームウェアセキュリ
ティアップデートを提供します。

軽量アップグレード/ホットパッチ

インバンドおよびアウトバンド管理のために、

物理サーバ上で KVM IPを設定できます。
物理サーバでの KVM IPの設定

データ暗号化の管理のために、自己暗号化ド

ライブ (SEDs)向けセキュリティポリシーが導
入されました。メディア暗号キーの暗号化に

必要なセキュリティキーは、ローカルで設定

することも、KMIPサーバを使用してリモート
で設定することもできます。

SED管理、KMIPサポート

SSD健全性のモニタリングをサポートし、さ
まざまな SSDプロパティに関する統計情報
と、各プロパティのしきい値の制限を提供し

ます。

Smart SSD
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機能機能

ストレージアレイ間の単一のデータレプリ

ケーションソリューションを示すように、VM
に必要なすべてのゾーン分割をグループ化す

るための FCゾーンプロファイルを作成でき
ます。

ユーザー定義 FCゾーン

FIのアップグレード中にファブリック退避の
自動設定をサポートし、自動インストール時

に再起動します。また、適切なフェールオー

バ設定がファームウェアアップグレード用に

設定されていることを確認します。

ファームウェアの自動インストールによるファ

ブリックエバキュエーション

Cisco UCS Central GUIから HTML5ベースの
KVMクライアントを直接起動します。

HTML5 KVMクライアントの起動

Cisco UCS Central 2.0では、次の新しいポリ
シーが導入されています。

• IGMPスヌーピングを使用したマルチキャ
スト

•電源同期ポリシー

•統計情報しきい値ポリシー

•グラフィックスカードポリシー

• QoSシステムクラス

•ハードウェア変更検出ポリシー

•ポート自動検出ポリシー

• KMIP認定ポリシー

新しいポリシー

リセットした最後の 5つの理由と、電力遷移
の時刻とソースに加えて、サーバの再起動ロ

グを表示します。

サーバ再起動ログ

CIMCセッション、システムイベントログ、
VIFパス、統計情報、温度、電源、およびイ
ンストールされているファームウェアの詳細

を表示するために、2.0から [Cisco UCS
Managerサーバの統計情報 (CiscoUCSManager
Server Statistics)]タブのDirectViewを起動しま
す。

Cisco UCS Manager DirectViewタブ
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機能機能

次の UI拡張機能が導入されています。

•オブジェクトの名前別に包括的な検索を
有効にするためのスポットライト検索

バー。上位10件の結果と候補のエントリ
が表示されます。

•タブを復元して、開いているタブを保存
し、Cisco UCS Centralに再度ログインし
たときに同じセッションへの直接アクセ

スを有効にします。

•ウィジェットメニューバーの [お気に入
り (Favorites)]ウィジェットを使用する
と、ポリシーを作成または編集するとき

に頻繁に使用するコンポーネント、タブ、

ダイアログを保存できます。

• [ポリシーの複製 (Clone Policies)]アイコン
では、新しい名前、親組織またはドメイ

ングループ、必要に応じた説明でポリ

シーの詳細な複製を有効にし、新しいポ

リシーを作成することなく細かいな編集

を行うことができます。

UIの機能拡張

リリース 2.0(1k)の動作変更

• Cisco UCS Central 2.0(1k)は、次のハードウェアをサポートしています。

高密度第 4世代ファブリックインターコネクト：Cisco UCS 64108ファブリックインター
コネクトは、Cisco Unified Computing Systemの中核を成す製品であり、システムのネット
ワーク接続と管理機能の両方を提供します。Cisco UCS 64108ファブリックインターコネ
クトは、96個の 10/25 Gbpsポート、16個の 10/25 Gbpsユニファイドポート、および 12
個の 40/100 Gbpsアップリンクポートをサポートします。

• Cisco UCS Central 2.0(1k)は、Cisco UCS Managerリリース 4.1(1a)でサポートされている追
加の BIOSトークンをサポートしています。BIOSトークン、デフォルト、および値のサ
ポートされている完全な最新リストについては、『UCSサーバBIOSトークン』ガイドを
参照してください。

リリース 2.0(1j)の動作変更

• Cisco UCS Centralでは、100ロケールがサポートされています。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/Reference-Docs/Server-BIOS-Tokens/4-1/b_UCS_BIOS_Tokens_Guide_4_1/b_UCS_BIOS_Tokens_Guide_4_1_chapter_01.html


リリース 2.0(1i)の動作変更

• Cisco UCS Centralグローバルサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプ
レートの初期電源状態を変更することはできません。最初の電源状態は、サービスプロ

ファイルの関連付けの一部として Cisco UCS Managerにプッシュされません。ただし、以
前と同様にサーバで通常の電源操作を実行できます。この動作の変更は、不具合CSCvp40200
の修正として導入されました。Cisco UCSCentral 2.0 (1i)で解決済みの問題の詳細について
は、リリース 2.0(1i)の解決済みの問題（24ページ）を参照してください。

• Cisco UCS Central 2.0(1i)は、Cisco UCS Managerリリース 4.0(4a)でサポートされている追
加の BIOSトークンをサポートしています。BIOSトークン、デフォルト、および値のサ
ポートされている完全な最新リストについては、『UCSサーバBIOSトークン』ガイドを
参照してください。

• Cisco.comから https://ucshclserver.cloudapps.cisco.com/fetch/current. tarに保存されているハー
ドウェア互換性カタログをダウンロードできません。Ciscoでは、次のコマンドを実行し
て HCLカタログをダウンロードし、UIから Cisco UCS Centralにインポートすることを推
奨しています。

コマンドを実行する前に、インターネットに接続していることを

確認してください。

注目

curl -k -f --connect-timeout 30 --dump-header "hcl_download_header" -o current.tar.gz
https://ucshclserver.cloudapps.cisco.com/fetch/current.tar.gz -u
CCOusername:CCOPassword'

リリース 2.0(1g)の動作変更

• Cisco UCS Central 2.0 (1g)は、Cisco UCS C 480 ML M5サーバをサポートしています。

• CiscoUCSCentralでは、新規インストールのハイアベイラビリティはサポートされていま
せん。

リリース 2.0(1f)の動作変更

Cisco UCS Central 2.0(1f)は、次のハードウェアをサポートしています。

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS M5サーバでの Cisco UCS VIC 1400シリーズアダプタカード

• S3260ストレージサーバを搭載した新しい SIOCおよび Cisco UCS VIC 1400アダプタカー
ド

Cisco UCS Central 2.0 (1f)は、Cisco UCS Managerリリース 4.0(1a)の BIOSトークンをサポート
しています。BIOSトークン、デフォルト、および値のサポートされている完全な最新リスト
については、『Cisco UCS M5サーバ BIOSトークン』ガイドを参照してください。
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Cisco UCS Centralは、Cisco UCS C-125 M5サーバをサポートしていません。（注）

リリース 2.0(1d)の動作変更

Cisco ucs Central 2.0(1d)は、CiscoUCSManagerリリース 3.2(3)でサポートされているCiscoUCS
S3260M5サーバの追加 BIOSトークンをサポートしています。BIOSトークン、デフォルト、
および値のサポートされている完全な最新リストについては、『Cisco UCS M5サーバ BIOS
トークン』ガイドに記載されているリリース 3.2(2)のM5サーバ BIOSトークンを参照してく
ださい。

次の表では、M5サーバモデルの BIOSトークンをサポートしている Cisco UCS Centralおよび
Cisco UCS Managerリリースを一覧にしています。

表 1 :サポートされているM5サーバモデル

サーバモデ

ル

Cisco UCS Managerリリー
ス

Cisco UCS Centralリリース

S3260 M5

B200 M5

B480 M5

C220 M5

C240 M5

C480 M5

3.2(3)2.0 (1d)

リリース 2.0(1c)の動作変更

Cisco ucs Central 2.0 (1c)は、Cisco UCS Managerリリース 3.2(2)でサポートされている Cisco
UCS B480M5および C480M5サーバの追加 BIOSトークンをサポートしています。BIOSトー
クン、デフォルト、および値のサポートされている完全な最新リストについては、『CiscoUCS
M5サーバ BIOSトークン』ガイドに記載されているリリース 3.2(2)のM5サーバ BIOSトーク
ンを参照してください。

下の表では、M5サーバモデルの BIOSトークンをサポートしている Cisco UCS Centralおよび
Cisco UCS Managerリリースを一覧にしています。
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表 2 :サポートされているM5サーバモデル

サーバモデ

ル

Cisco UCS Managerリリー
ス

Cisco UCS Centralリリース

B200 M5

B480 M5

C220 M5

C240 M5

C480 M5

3.2(2)2.0 (1c)

リリース 2.0(1b)の動作変更

Cisco UCS Central 2.0(1b)は、Cisco UCS Managerリリース 3.2(1)でサポートされている Cisco
UCS B200M5、C220M5および C240M5サーバの新しい BIOSトークンのサポートを拡張しま
す。BIOSトークン、デフォルト、および値のサポートされている完全な最新リストについて
は、『Cisco UCS M5サーバ BIOSトークン』ガイドに記載されているリリース 3.2(2)のM5
サーバ BIOSトークンを参照してください。

BIOSポリシーの [BIOS設定変更で再起動 (Reboot on BIOS Settings Change)]プロパティは、
Cisco UCS Central 2.0 (1b)へのアップグレード後、デフォルトで無効に設定されています。ベ
ストプラクティスとして、このデフォルト設定を保持することを推奨します。

下の表では、M5サーバモデルの BIOSトークンをサポートしている Cisco UCS Centralおよび
Cisco UCS Managerリリースを一覧にしています。

表 3 :サポートされているM5サーバモデル

サーバモデ

ル

Cisco UCS Managerリリー
ス

Cisco UCS Centralリリース

B200 M5

C220 M5

C240 M5

3.2(1)2.0 (1b)

リリース 2.0の動作変更

廃止のお知らせ

• Cisco UCS Central Flexベースの UIが含まれなくなりました。HTML5 UIは、使用可能な
唯一のグラフィカルインターフェイスです。

•統計情報管理機能は廃止され、Cisco UCS Centralではサポートされなくなりました。

• 2017年 3月 3日以降、Cisco UCS Centralバージョン 1.4以前では更新されたファームウェ
アイメージリストをCisco.comから取得できなくなります。Cisco UCS Centralバージョン
1.4以前を実行している場合は、手動で Cisco.comからファームウェアイメージを直接ダ
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ウンロードして、CiscoUCSCentralにインポートできます。引き続き、使用可能なイメー
ジデータを Cisco UCS Centralが Cisco.comから取得して、ファームウェアイメージを [イ
メージライブラリ (Image Library)]に配置するため、Cisco UCS Centralリリース 1.5以降
にアップグレードすることをお勧めします。

機能サポート

設計に基づく動作の変更

•スポットライト検索バーは検索バーを置き換え、プロファイル、ポリシー、プール、
VLAN/VSAN、テンプレート、ドメイン、組織、ドメイングループなどを名前、説明、お
よびラベルを検索できます。スポットライトでは、入力に応じて候補とともに検索フィー

ルドが自動入力され、入力した用語と一致する上位 10件の候補が表示されます。

•サイドバーのナビゲーションメニューのアイコンを使用すると、CiscoUCSCentralのすべ
てのオブジェクトへの直接的かつ簡単なアクセスが可能になります。テーブルの参照、組

織のナビゲーション、ドメイングループのナビゲーションがサイドバーのナビゲーション

の一部になりました。

•組織のツリービューから、その組織のプロファイル、テンプレート、プール、ポリシー、
および許可された VLANに直接移動することができます。選択した組織内の対応するタ
ブが強調表示され、これらのオブジェクトをクリックすると開きます。

• Cisco UCS Central 2.0では、Cisco UCS Central GUIおよびコマンドラインから、サービス
プロファイル、ドメイングループ、組織、サービスプロファイルテンプレートなどの重

要なオブジェクトを削除することができません。Cisco UCS Centralからこれらの項目を削
除しようとすると、潜在的な影響があるエラーメッセージが表示されます。

•サービスプロファイルを作成する前に、グローバルサービスプロファイルテンプレート
を作成する必要があります。

• vNICおよび vHBAの配置はインターフェイス配置と呼ばれるようになりました。

•登録ポリシーはドメイングループ資格ポリシーと呼ばれるようになりました。

• ID範囲資格ポリシーは ID範囲アクセスコントロールポリシーと呼ばれるようになりま
した。

• ID範囲アクセスコントロールポリシー用として認定された IPアドレスは存在しません。

• Cisco UCS Centralでは、設定のエクスポート（all-config）オプションとバックアップ
（full-state）オプションのみが使用されます。論理設定やシステム設定などの他のバック
アップタイプはサポートされません。

機能サポートマトリクス

次のテーブルに、Cisco UCS Centralおよび Cisco UCS Managerの互換性のあるバージョンを示
します。
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョ
ン

Cisco UCS
Central

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、4.0、4.1最大 4.1 (1)2.0 (1k)

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、および 4.0最大 4.0 (4)2.0 (1j)

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、および 4.0最大 4.0 (4)2.0 (1i)

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、および 4.0最大 4.0 (2)2.0 (1h)

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、および 4.0最大 4.0 (2)2.0 (1g)

2.1、2.2、3.0、3.1、3.2、および 4.0(1)2.0 (1f)

2.1、2.2、3.0、3.1、および 3.22.0 (1e)

2.1、2.2、3.0、3.1、および 3.22.0 (1d)

2.1、2.2、3.0、3.1、および 3.2最大 3.2(2)2.0 (1c)

2.1、2.2、3.0、3.1、および 3.2(1)2.0 (1b)

2.1、2.2、3.0、および 3.12.0(1a)

2.1、2.2、3.0、3.1および 3.1(2)1.5

2.1、2.2、最大 2.2 (8)、3.0、3.1、最大 3.11.4

2.1、2.2、最大 2.21.3

次の表に、CiscoUCSCentralの特定の機能と、それらの機能がサポートされるCiscoUCSManager
のリリースバージョンのリストを示します。

一部の機能は、今後の Cisco UCS Managerのリリースとの互換性を確保するために Cisco UCS
Centralで構築されています。

（注）
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リリース 2.0の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.1/3.2/4.03.02.22.1

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)Cisco UCS S3260
ストレージサー

バ
(UCS-C3K-M4RAID)
の IOエクスパン
ダで 2番目の
RAIDコントロー
ラをサポートして

います。

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)Cisco UCS S3260
ストレージサー

バ (UCS
S3260-DHBA)上
のデュアル HBA
コントローラをサ

ポートしていま

す。

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)デュアル SIOCの
サポート

3.1(2)以降No2.2 (8f)非対応2.0(1a)サービスプロ

ファイルのグロー

バル化

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)BIOS Asset Tag

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)ホットパッチ/軽
量アップグレード

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)ユーザー定義ゾー

ンプロファイル

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)統合化されたサー

バ診断

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)SEDセキュリティ
ポリシー、Smart
SSD、および
KMIPのサポート
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.1/3.2/4.03.02.22.1

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)FIサーバポート
の自動設定

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)物理サーバでの

KVM IPの設定

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)ファームウェアの

自動インストール

によるファブリッ

クエバキュエー

ション

3.1(1)以降No2.2(4)以降No2.0(1a)ダイレクトファ

ブリックイン

ターコネクトのエ

バキュエーション

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)Launch HTML5
KVM Client

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)マルチキャスト

ポリシー

3.1(2)以降No2.2(8)非対応2.0(1a)電源同期ポリシー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)統計情報しきい値

ポリシー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)グラフィックス

カードポリシー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)QoSシステムク
ラス

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)ハードウェア変更

検出ポリシー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)ポート自動検出ポ

リシー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)KMIP認定ポリ
シー

3.1 (3)以降非対応非対応非対応2.0(1a)サーバ再起動ログ

Cisco UCS Centralリリース 2.0のリリースノート
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.1/3.2/4.03.02.22.1

3.1(1)以降非対応ありあり2.0(1a)停止したラック

サーバ、シャー

シ、FEXの削除

3.1(2)以降非対応非対応非対応2.0 (1b)VLAN Group

リリース 1.5の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.13.02.22.1

3.1(2)以降非対応非対応非対応1.5(1a)Cisco UCS S3260
ストレージサー

バサポート

3.1(2)以降No2.2(7)以降非対応1.5(1a)vNIC/vHBAペア
リング

3.1(1)以降非対応2.2(7)以降非対応1.5(1a)トラフィックモ

ニタリング

3.1(2)以降No2.2(7)以降非対応1.5(1a)UUID同期

3.1(1e)以降非対応非対応非対応1.5(1a)PCI用の管理ホス
トポートの配置

3.1(2)以降No2.2(8)以降No1.5(1a)160の LDAPグ
ループマッピン

グのサポート

リリース 1.4の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1)以降非対応非対応2.2(7)以降No1.4(1a)ポート設定
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16

機能サポートマトリクス



サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1)以降No2.5(1)以降2.2(7)以降No1.4(1a)高度なローカ

ルストレージ

設定

3.1(1)以降No2.5(1)以降2.2(7)以降No1.4(1a)ブートポリ

シー内の複数

の LUN

3.1(1)以降3.0(1)以降2.5(1)以降2.2(4)以降No1.4(1a)一貫したデバ

イスの命名

3.1(1)以降非対応非対応2.2(7)以降No1.4(1a)ダイレクトア

タッチドスト

レージ/FCゾー
ン分割

3.1(1)以降非対応非対応2.2(6)以降No1.4(1a)高度なホスト

ファームウェ

アパック

3.1(1)以降非対応非対応2.2(6)以降No1.4(1a)usNIC接続ポリ
シー

3.1(1)以降非対応非対応2.2(6)以降No1.4(1a)VMQ接続ポリ
シー

3.1(1)以降非対応非対応2.2(7)以降No1.4(1a)装置ポリシー

3.1(1)以降非対応非対応非対応非対応1.4(1a)次回のリブー

ト時のメンテ

ナンスポリ

シー
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リリース 1.3以前の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

No1.1(2a)マルチバー

ジョン管理の

サポートとサ

ポートされる
Cisco UCS
Manager機能の
表示

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

Noポリシー/ポリ
シーコンポー

ネントおよび

リソースのイ

ンポート

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2b)以
降

Noバックアップ

イメージファ

イル用のリ

モートロケー

ションの指定

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

Noサードパー

ティ証明書

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

NoIPv6インバン
ド管理サポー

ト

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(3a)以
降

No1.2(1a)再接続への予

測影響

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

No高精度のブー

ト順制御

3.1(1a)以降3.0(2c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

No1.2(1e)以降スクリプト可

能な vMedia
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•ポリシー/ポリシーコンポーネントまたはリソースの検索は、Cisco UCSManagerのリリー
ス 2.1(2x)と 2.1(3x)でサポートされます。ポリシーをインポートするには、Cisco UCS
Managerのリリース 2.2(1b)以降が必要です。

• Precision Boot Order Controlについては、ブレードサーバが CIMCバージョン 2.2(1b)以降
でなければなりません。

（注）

アップグレードパス

Cisco UCS Centralをリリース 2.0にアップグレードするには、次のいずれかのリリースを使用
します。

• 1.4から 2.0へ

• 1.5から 2.0へ

• Cisco UCS Centralをリリース 2.0(1d)または 2.0(1e)から 2.0(1k)にアップグレードする場合
は、最初にリリース 2.0(1j)にアップグレードし、次に 2.0(1k)にアップグレードする必要
があります。

Cisco UCS Centralの以前のリリースへのアップグレード方法についての詳細は、『該当するリ
リースのインストールとアップグレードガイド』を参照してください。

（注）

既知の制限事項と動作

特に記載されていない場合、次の既知の制限事項と動作があります。

回避策症状不具合 ID

この問題が発生した場合は、次

のコマンドを使用して Cisco
UCSCentralのCLIから手動で証
明書を再生成します。

# connect policy-mgr
# scope org
# scope device-profile
# scope security
# scope keyring default
# set regenerate yes
# commit-buffer

インストール直後に Cisco UCSドメイン
を登録すると、次のいずれかの問題が表

示されることがあります。

• RHEL 7.2 KVMに Cisco UCS Central
をインストールした後、ドメインの

登録が失敗します。

• ISOイメージを使用して VMwareに
Cisco UCS Centralをインストールす
ると、CiscoUCSManagerとCiscoUCS
Central間の時間同期の問題が原因で
ドメイン登録が失敗することがあり

ます。

CSCuy37428

CSCuv32055
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回避策症状不具合 ID

除外されたコンポーネントを含

むカスタムホストファームウェ

アパッケージポリシーで問題が

発生した場合は、ホストファー

ムウェアパッケージポリシーで

除外されたすべてのコンポーネ

ントを削除するか、Cisco UCS
Managerのバージョンをリリー
ス2.2.7以降にアップグレードす
ることができます。

ホストファームウェアパッケージポリ

シーからのコンポーネントの除外は、

Cisco UCS Managerリリース2.2.7以降で
サポートされています。コンポーネント

を除外する場合、次の点に注意する必要

があります。

•グローバルデフォルトホストファー
ムウェアパッケージポリシーにはす

べてのコンポーネントが含まれてい

ますが、新しいカスタムホスト

ファームウェアパッケージポリシー

を作成すると、ローカルディスクコ

ンポーネントが自動的に除外されま

す。

•バージョン 1.3以前の Cisco UCS
Centralで作成されたホストファーム
ウェアパッケージポリシーでは、コ

ンポーネントの除外はサポートされ

ません。これらのポリシーは、Cisco
UCS Centralリリース 1.5にアップグ
レードしたときに変更されることは

ありません。

•除外コンポーネント（デフォルトで
除外されるローカルディスクコン

ポーネントを含む）を使用して独自

のホストファームウェアパッケージ

ポリシーを作成する場合、バージョ

ン 2.2.7より前の Cisco UCS Manager
を実行しているサーバに関連付けら

れているサービスプロファイルに、

そのホストファームウェアパッケー

ジポリシーを含めることはできませ

ん。含めようとすると、サービスプ

ロファイルの関連付けの際に次のエ

ラーメッセージが表示されます。

UCSドメインに、このサービス プロ

ファイルに適合するサーバ機能があ

りません。

CSCux75985

CSCuy07572
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セキュリティ修正

次のセキュリティ修正が解決されています。

症状CVE ID不具合 IDリリース

Cisco UCS Centralの Primefaces
脆弱性に対処し、修正していま

す。

CVE-2017-1000486CSCvq708372.0 (1k)

Cisco UCS Centralの Apache脆
弱性に対処し、修正していま

す。

CVE-2015-0228、
CVE-2015-0253、
CVE-2015-3183、
CVE-2015-3185、
CVE-2016-0736、
CVE-2016-2161、
CVE-2016-5387、
CVE-2016-8740、
CVE-2016-8743、
CVE-2017-15710、
CVE-2017-15715、
CVE-2017-3167、
CVE-2017-3169、
CVE-2017-7659、
CVE-2017-7668、
CVE-2017-7679、
CVE-2018-0113、
CVE-2018-1283、
CVE-2018-1301、
CVE-2018-1302、
CVE-2018-1303、
CVE-2018-1312、
CVE-2018-1333

CSCvp382942.0 (1j)

Cisco UCS Centralの Open SSL
Oracleパディングの脆弱性に対
処し、修正しました。

CVE-2016-2107CSCm917512.0 (1h)
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症状CVE ID不具合 IDリリース

Cisco UCS Centralの Open SSH
およびApacheHTTPサーバ脆弱
性に対処し、修正しました。

CVE-2015-5600、
CVE-2015-6563、
CVE-2015-6564、
CVE-2016-10009、
CVE-2016-10010、
CVE-2016-10011、
CVE-2016-10012、
CVE-2016-8858、
CVE-2016-3115、
CVE-2007-6750

CSCvh742092.0 (1f)

複数の curl脆弱性に対処しまし
た。

CVE-2017-1000100、
CVE-2017-1000254、
CVE-2017-1000257、
CVE-2017-7407

CSCvg475072.0 (1d)

Cisco UCS Centralは、すべての
バージョンの脆弱なSSH暗号を
無効にしました。

脆弱な SSH暗号 Cisco
UCS Central

CSCvf85637

SpectreとMeltdownに関連する
脆弱性に対処し、修正しまし

た。

SpectreおよびMeltdown
の脆弱性

CSCvh62085

Cisco UCS Centralのクロスサイ
トスクリプティングの脆弱性に

対処しました。

Cisco UCS Centralクロス
サイトスクリプティング

の脆弱性

CSCvf719782.0 (1c)

Cisco UCS Centralのセッション
修正の脆弱性に対処しました。

Cisco UCS Centralセッ
ション修正の脆弱性

CSCvf71986

Cisco UCS Centralは、デフォル
トの署名付き証明書の SHA2を
サポートします。

Cisco UCS Central Apache
の弱い暗号の脆弱性

CSCvf85660
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症状CVE ID不具合 IDリリース

OpenSSLおよびTLSプロトコル
の脆弱性に対処しました。

CVE-2016-6304
CVE-2016-6305
CVE-2016-2183
CVE-2016-6303
CVE-2016-6302
CVE-2016-2182
CVE-2016-2180
CVE-2016-2177
CVE-2016-2178
CVE-2016-2179
CVE-2016-2181
CVE-2016-6306
CVE-2016-6307
CVE-2016-6308
CVE-2016-6309
CVE-2016-7052

CSCvb485782.0(1a)

リモートwebサーバの脆弱性に
対処しました。

CVE-2016-0736、
CVE-2016-2161、
CVE-2016-5387、
CVE-2016-8740、
CVE-2016-8743

CSCvc90364

DIRTY CoWの脆弱性に対処し
ました。

CVE-2016-5195CSCvb85545

NTPサーバの脆弱性に対処しま
した。

NTP 2016年 11月および
2017年 3月の Cisco UCS
Central

CSCvc23477

CSCvd72180

リリース 2.0(1k)の解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 3.0(1jk)で解決されました。

説明リリース

Cisco UCS Central Cisco UCS 6454および 64108ファブリックインター
コネクトのファームウェアバンドルを正常にダウンロードできるよう

になりました。

CSCvr02845

Cisco UCS 6454ポート 49-54は、Cisco UCS Centralからネットワーク
アップリンクまたは FCoEアップリンクポートとして設定できるよう
になりました。

CSCvr09400

ディスクグループポリシーは、Cisco UCS Centralから UCS HWRAID
の RAID1を設定するために、ディスクスロット IDで 253および 254
の値をサポートしています。

CSCvr56397
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リリース 2.0(1j)で解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1j)で解決されました。

説明リリース

Cisco UCS Centralで 4GFIのインフラストラクチャファームウェア
アップグレードプロファイルを作成できるようになりました。インフ

ラストラクチャのアップグレードは正常に完了することができます。

CSCvp76562

ダウンロードしたインフラストラクチャファームウェアパッケージ

は、プラットフォームバンドル間の名前の競合を避けるために固有の

名前が付けられています。Cisco UCS Centralのインフラストラクチャ
ファームウェアアップグレードプロセスによって、適切なプラット

フォームに基づいてイメージが選択されるようになりました。

CSCvp47201

Cisco UCS Centralで SCP/SFTPを使用した復元は固定されています。CSCvq94753

リリース 2.0(1i)の解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1i)で解決されました。

説明リリース

Cisco UCS Central SNMPポーリングを使用したプロセス間でのメモリ
使用率が高くなりません。

CSCvo21755

Cisco UCS Central 2.0 (x)では、サーバプールと vmediaポリシーをグ
ローバルサービスプロファイルに同時に適用できます。

CSCvp13960

Cisco UCS Central 2.0 (1d)および 2.0 (1h)のVLANグループに追加され
た VLANは、Cisco UCS Managerにプッシュされたときに削除されな
くなります。

CSCvp21297

Cisco UCS Central 2.0に関連付けられているサーバは、hard-resetに
よって予期せずにトリガされることはありません。

CSCvp40200

リリース 2.0(1h)の解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1h)で解決されました。

説明リリース

VLANグループは、新しい VLANが既存の VLANグループに追加さ
れた場合、または Cisco UCS Central 2.0(1d)を使用して vNICテンプ
レートに同じ VLANが追加された場合に、アップリンクポートチャ
ネルから削除されなくなりました。

CSCvm81056
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説明リリース

FCOE ID 4011および 4012を持つVSANを、次の Cisco UCS Central 2.0
(1g)から作成できるようになりました。

• Cisco UCS Manager 4.0(2b)を実行している Cisco UCS 6332ファブ
リックインターコネクト

• Cisco UCS Manager 3.2(3i)を実行している Cisco UCS 6248ファブ
リックインターコネクト

CSCvo45661

Cisco UCS Central GUIを使用した Cisco.comクレデンシャルの設定に
失敗することはなくなります。これで、クレデンシャルを保存できる

ようになります。

CSCvo62782

リリース 2.0(1g)の解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1g)で解決されました。

説明リリース

動的および静的 vNICsの Cisco UCS Centralによってパスされた
Adminvcon値が一致しないため、CiscoUCSManager DATAManagement
Engine (DME)はクラッシュしません。

CSCvm81311

Cisco UCS Central永続ポーリング時の SNMPメモリの使用量が増加し
ているため、仮想マシンが応答しなくなりました。

CSCvd51108

リリース 2.0(1f)の解決済みの問題
次の問題は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1f)で解決されました。

説明リリース

svc_server_DMEログでは、CiscoUCSManagerの障害によるメモリリー
クは検出されなくなりました。

CSCvk12385

関連付けられていないグローバルサービスプロファイル (GSP)で、
Cisco UCSドメインが新しいドメイングループに移動するのを防ぐこ
とができなくなりました。

CSCvi75816

障害 F10000035 (fltStorageItemCapacityWarning：90%を超える/bootパー
ティションのディスク使用率)が、以前のバージョンから Cisco UCS
Central 2.0 (1d)へのアップグレード中に表示されなくなりました。

CSCvi85023

Cisco UCS Centralでサービスプロファイルの名前を変更すると、設定
が元のテンプレート設定に戻ります。

CSCvi86491
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説明リリース

M.2コントローラの UEFIブートパラメータは、Cisco UCS Centralで
使用できるようになりました。

CSCvj12410

非ルートドメイングループの VLANポート数の最適化を無効にする
オプションが、Cisco UCS Centralで使用できるようになりました。

CSCvk06781

QOSシステムクラスポリシーが適用されている場合、障害F14533382
は発生しなくなります。

CSCvk38338

CiscoUCSCentralドメイン登録に関連する古い/孤立した障害を消去で
きるようになりました。

CSCvd39239

リリース 2.0(1e)の解決済みの問題
次の問題は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1e)で解決されました。

説明リリース

Cisco UCS Centralインバンドプロファイルが UCSドメイン用に設定
され、ドメインFIが再起動すると、サーバが再起動することはなくな
りました。

CSCvj44960

リリース 2.0(1d)の解決済みの問題
次の警告は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1d)で解決されました。

症状不具合 ID

Cisco UCS Central Cisco UCS Cシリーズラックサーバの HTML5 KVM
を起動します。

CSCvg81832

Cisco UCS Central GUIからドメイングループの下に IPプールを作成
できるようになりました。

CSCvh05008

Cisco UCS Centralがハングしなくなり、大規模な展開で正常に機能し
ます。

CSCvh11135

Cisco UCS Centralでのスポットライト検索は、複数のロケールを持つ
ユーザーに対して機能するようになりました。

CSCvg91479

CLIを使用する LDAPユーザーは、ログイン中にパスワードの有効期
限エラーを取得しません。

CSCvh88028

UCSドメインでCiscoUCSCentralサブスクリプションをアクティブ化
した場合の影響の予測は、タイムアウトになりません。

CSCvi32682
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症状不具合 ID

Cisco UCS Centralのスポットライトの検索では、サービスプロファイ
ルの適切な所有権が表示されます。

CSCvi05444

リリース 2.0(1c)の解決済みの問題
次の問題は Cisco UCS Centralリリース 2.0(1c)で解決されました。

症状不具合 ID

CiscoUCSCentralSNMPManaged Information Base (MIB)ライブラリは、
Cisco UCS Central 2.0でロードされ、Cisco UCS Central固有MIBの
snmpwalkが失敗しません。

CSCvf 37185

[ドメイン設定 (Domain Settings)]で [設定を再適用 (Reapply
Configuration)]を選択すると、サーバのアウトバンド IPが割り当てら
れるようになりました。

CSCve51309

CiscoUCSCentralスポットライト検索で、ローカルサービスプロファ
イルの結果が表示されるようになりました。

CSCve88234

Cisco UCS Centralでは、Cisco UCS Managerリリース 3.2(2b)でサポー
トされる BIOSトークンをさらにサポートしています。

CSCvg48615

Call homeモニタリングの一部であるCallHomeアラートは、CiscoUCS
Centralリリース 1.5または 2.0を介して無効にした後、有効ステータ
スにとどまることがありません。

CSCvf64818

VLANの変更後、Cisco UCS Central HTML GUIの[影響予測 ()]で、
[サーバの再起動が必要 (Server needs reboot)]ステータスが表示されま
せん。

CSCvf83421

Cisco UCS Centralドメインプロファイルでインバンド KVM IPを使用
しているときに、障害 F11000491と F10017451が表示されなくなりま
す。

CSCvf84627

Cisco UCS Central 1.5 (1b)のグローバルサービスプロファイルが、ブ
レードサーバまたはラックサーバからの関連付けが解除された後に、

[非グループ化 (Ungrouped)]状態に移行しません。

CSCvf57811

サーバプールにラックサーバが存在する場合、Cisco UCS Central 2.0
(1a)でサービスプロファイルのグローバル化が失敗します。

CSCvg11782

サービスプロファイルのグローバル化は、VLANの権限の問題によ
り、Cisco UCS Central 2.0 (1a)で失敗しました。

CSCve31096
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リリース 2.0(1b)の解決済みの問題
Cisco UCS Centralリリース 2.0(1b)では、次の問題が解決済みです。

症状不具合 ID

[ユーザーラベル (User Label)]オプションは、Cisco UCS CENTRAL
HTML5 GUIで、テンプレートの更新から取得したグローバルサービ
スプロファイルで使用できるようになりました。

CSCvf22068

グローバルサービスプロファイルから KVMコンソールを起動する
と、仮想メディアをアクティブ化できるようになりました。

CSCvf16476

VLANグループを使用すると、Cisco UCS Managerで VLANメンバー
シップが更新されるようになりました。

CSCve25720

グローバルシャーシファームウェアパックでストレージコントロー

ラが除外コンポーネントとして選択されている場合、グローバルシャー

シプロファイルの関連付けは失敗しません。

CSCve39559

Cisco UCS Central内の任意のファイルに、認証されたローカルユー
ザーがアクセスできません。

CSCve70783

リリース 2.0で解決済みの問題
Cisco UCS Centralリリース 2.0(1a)では、次の問題が解決済みです。

症状不具合 ID

無効なクッキーが原因で発生したHttpdコアが、CiscoUCSCentral (1a)
で断続的に発生しなくなりました。

CSCva84992

SNMPDは、Cisco UCS Central 1.3またはそれ以前のバージョンから
バージョン 1.4以降へのアップグレード後に定期的にクラッシュする
ことはありません。この問題は、アップグレード後にログファイルが

いっぱいになったために発生しました。

CSCvb02359

UCS Centralの証明書要求によって、組織 (O)および組織単位 (OU)名
フィールドが正しく処理されるようになりました。

CSCvb05938

ポリシー参照関連の障害は、Cisco UCS Central Resource Managerでク
リーンアップされるようになりました。

CSCvb26696

すべての Call Home設定が Cisco UCS Centralのルートからプッシュさ
れるようになりました。ドメイングループで変更した後、ルート設定

に戻ることができます。

CSCvb38828

VLANを削除しても、Cisco UCS Centralリリース 1.4 (a)からの古い
VLANエントリは存在しなくなりました。

CSCvb41775
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症状不具合 ID

中断された Cisco UCSドメインは、Cisco UCS Centralバージョン 1.3
(1a)から 1.5 (1a)へのアップグレード後に再認識され、その状態から
移行できるようになりました。Cisco UCS Centralでは、なく、Call
Homeポリシーがciscoucsドメインにプッシュダウンされ、「プロファ
イル用に設定された電子メールがありません」と表示されません。

CSCvb46833

ドメイングループから別のドメインにドメインを移動すると、Cisco
UCS Centralに警告メッセージが表示されるようになりました。

CSCvb66577

未解決の VLAN名は、Cisco UCS Centralリリース 1.4のサービスプロ
ファイルテンプレートに存在しなくなりました。

CSCvb76019

ドメイングループの syslogファイルサイズの問題が、CiscoUCSCentral
1.4.cに存在しません。

CSCvb81404

CiscoUCSCentralリリース 1.4 bからリリース 1.5(1a)へのアップグレー
ド後、VLANはポートチャネル設定から失われることはなくなりまし
た。

CSCvb88419

サービスレジストリのクラッシュ後に生成された重複エントリが、

chassisversionholder.txtファイルに存在しません。
CSCvc03633

すべてのドメイングループの動作設定がルートからプッシュされるよ

うになりました。

CSCvc07417

グローバルサービスプロファイル定義の LUNでのリモート操作は、
Cisco UCS Centralでは失敗します。

CSCvc34656

Cisco UCS Centralのポリシー名が、Cisco UCS Managerのポリシー名
と一致するようになりました。

CSCvc42518

Cisco UCS Central UIに、サービスプロファイル上の iSCSI vNICsの
誤ったファブリック IDが表示されなくなりました。

CSCvc44482

アウトオブバンド機能を備えていない HDDは、サポート対象外とし
て動作していません。これで N/Aが表示されます。

CSCvc46131

重複する範囲の IPプールを使用している場合、プライベート範囲の
IPアドレスが使用可能として表示されなくなりました。

CSCvc64224

Cisco UCS Centralで、vNIC/vHBA冗長ペアとグローバルサーバプー
ルを使用した場合の重大な障害が発生しなくなりました。

CSCvc74991

Cisco UCS Centralは PowerToolsを使用して、ローカルデスクトップ
にバックアップファイルをダウンロードできません。

CSCvc92353
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症状不具合 ID

Cisco UCS Managerは、イメージが使用できない場合に Cisco UCS
Centralからアップグレードが実行されたとき、偽りのアップグレード
を実行しません。

CSCvd01775

IPv4アドレスの欠落メッセージをCiscoUCSCentralからクリアできる
ようになりました。

CSCvd13002

Cisco UCS Central SFTPバックアップオンデマンドまたはスケジュー
ルが失敗しました。

CSCvd19031

サービスプロファイルで電源ポリシーへの変更後に、サーバの停止が

発生しなくなりました。

CSCvd60762

Cisco UCS Centralでの LDAP設定は、Cisco UCS Centralから下位レベ
ルの Cisco UCSドメインに完全にプッシュされるようになりました。

CSCvd72684

冗長性ペアのプライマリ vNICは、最初に VMQ接続ポリシーを Cisco
UCS Managerにプッシュします。

CSCvd91971

リリース 2.0(1k)で未解決の問題
Cisco UCS Centralリリース 2.0 (1k)では、次の問題がオープンになっています。

回避策症状不具合 ID

最初に Cisco UCS Central 2.0(1j)に
アップグレードし、次に 2.0(1k)に
アップグレードする必要がありま

す。

Cisco UCS Centralリリース 2.0(1d)ま
たは 2.0(1e)からリリース 2.0 (1k)へ
のアップグレードは、ブートパー

ティションがいっぱいになり失敗す

る可能性があります。

CSCvt12270

リリース 2.0(1g)で未解決の問題
Cisco UCS Centralリリース 2.0(1g)では、次の問題がオープンになっています。

回避策症状不具合 ID

VLANグループをアップリンクポー
トチャネルに再度追加します。

VLANグループは、新しいVLANが
既存のVLANグループに追加された
場合、または Cisco UCS Central
2.0(1d)を使用して vNICテンプレー
トに同じVLANを追加した場合に、
アップリンクポートチャネルから削

除されます。

CSCvm81056
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リリース 2.0で未解決の問題
Cisco UCS Centralリリース 2.0では、次の問題が表示されています。

回避策症状不具合 ID

コンソールから、[ゲスト (Guest)] >
[Send Control + Alt + Delete]を選択
して VMを再起動します。再起動が
完了すると、アップグレード要求は

再度開始され、完了します。

CiscoUCSCentral 2.xからその他の上
位バージョンへのアップグレード

は、不明な例外エラーにより失敗し

ます。

CSCvk21902

なしCisco UCS Manager Data Management
Engine (DME)は、動的および静的
vNICsの Cisco UCS Centralによって
パスされた Adminvcon値が一致しな

いためにクラッシュします。

CSCvm81311

CCOアカウントのユーザー名には小
文字を使用します。

Cisco Connection Online (CCO)アカウ
ントのユーザー名に大文字の文字が

使用されている場合、Cisco UCS
Centralはイメージライブラリに
ファームウェアをダウンロードでき

ません。

CSCvi33069

Cisco ucsManager CLIからCisco UCS
ドメインの pmonを再起動します。

local mgmt# pmon start

local mgmt# pmon start

この不具合は、CiscoUCSManagerリ
リース 3.2(1a)で解決されています。

リリース 3.1(3a)の Cisco UCSドメイ
ンは、[可視性ステータスの消失(Lost
Visibility)]に移行し、正しい登録状
態への復元に失敗します。

CSCve19522

Cisco UCSManagerリリース 3.1(2)に
ダウングレードします。

この不具合は、CiscoUCSManagerリ
リース 3.2(1a)で解決されています。

3.1(3a)ファームウェアを持つ Cisco
UCSドメインでは、IPv6アドレスを
使用して Cisco UCS Managerを UCS
Centralに登録すると、次の FSMエ
ラーメッセージが表示されます。

UCS Central のホスト名を解決で

きません。DNS エントリを確認して

ください。

CSCve15708
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回避策症状不具合 ID

Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)
以降を実行している Cisco UCSドメ
インに適用されている場合は、ホス

トファームウェアパッケージポリ

シーで同じバージョンの Bおよび C
バンドルを設定します。

異なるバージョンのブレードサーバ

とラックサーバからホストファーム

ウェアパッケージポリシーを作成す

ると、Cisco UCS Centralでは成功し
ますが、CiscoUCSManagerでは失敗
します。これは、CiscoUCSManager
バージョン 3.1 (1)以前のブレード
サーバとラックサーバの混合バー

ジョンに対する Cisco UCS Centralの
サポートによるものです。

CSCvd47047

Cisco UCS CentralのvHBAに新しい
IDを割り当てます。

WWXNプールを、関連付けられた
グローバルサービスプロファイルの

静的 IDに変更すると、Cisco UCS
Managerは、Cisco UCS Centralの ID
とは異なる IDを vHBAに割り当て
ます。

CSCuz65590

インストールプロセスを開始する前

に、システム要件を確認してくださ

い。

CiscoUCSCentralは、 isoイメージを
使用して新規インストールを実行す

るときに、不十分なシステムリソー

スに関する警告なしでインストール

を完了します。

CSCve02287

関連資料

これらのリリースノートに加え、Cisco.comの次の場所で、Cisco UCS Centralに関する資料を
参照できます。

• Cisco UCS Documentation Roadmap

•『Cisco UCS Central Install and Upgrade Guides』

• Cisco UCS Central Configuration Guides

• Cisco UCS Centralビデオ

• Cisco UCS Central CLI参照マニュアル

• Cisco UCS Centralベストプラクティスと運用
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-central/install-upgrade/1-5/b_Cisco_UCSC_Install_and_Upgrade_Guide_1-5/b_Cisco_UCSC_Install_and_Upgrade_Guide_1-5_chapter_011.html#reference_A19BF297A2E84B34B5B927BCE6ACD1E2
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html#anchor3
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